
 
 
 
平成23年12月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成23年1月1日～平成23年6月30日) 

 
平成23年12月期通期個別業績予想数値の修正（平成23年1月1日～平成23年12月31日） 

修正の理由 
第2四半期累計期間について 
 
 3月11日に発生した「東日本大震災」により、岩手県・宮城県・福島県・茨城県及び近隣地域で被災した166店舗が休業を
余儀なくされました。当社では直ちに営業再開に向け様々な支援活動を実施し、壊滅的被害を被った2店舗を含む8店舗を
除き営業を再開することができました。 
 第2四半期累計期間の売上高につきましては、新規出店は当初計画を上回るペースで推移いたしましたが、この大震災
の発生による店舗の休業等の影響を受け、86億99百万円と予想比4億91百万円の減少となる見込みであります。 
 従いまして、営業利益は6億60百万円（当初予想比 1億50百万円の減少）、経常利益は6億82百万円（当初予想比 1億3
8百万円の減少）となる見込みであります。 
 また、四半期純利益は、東日本大震災で発生した店舗設備・製品等の損失（64百万円）、フランチャイジーへの見舞金（52
百万円）、震災復興支援の義援金（56百万円）等を特別損失に計上した結果2億67百万円（当初予想比 1億98百万円の減
少）となる見込みであります。 
 
通期について 
  
 第2四半期累計期間においては、東日本大震災の発生による店舗の休業、被災した店舗設備及び製品等の損失の計上
により、予想を下回る結果となりました。しかし、すでに被災した殆どの店舗が営業を再開しており、4月以降被災地域店舗
の売上は順調に回復しております。また、被災地域以外の既設店舗の売上が予想通りに推移していること、新規店舗が計
画より早く開店していること等により、売上高の年間に占める割合が高い第3四半期以降、夏場の最盛期に業績挽回が可
能と見込んでおります。 
 通期の売上高につきましては、第2四半期累計期間における売上高の減少の影響により202億57百万円（当初予想比 3
億73百万円の減少）となる見込みであります。 
 また、第3四半期以降は製造原価については原材料仕入価格が安定していること及び、一般管理費の一層の管理徹底を
実施することにより、営業利益、経常利益につきましては当初予想程度まで回復できると見込んでおります。 
 当期純利益につきましては、東日本大震災の発生による直接的損失の計上により15億85百万円（当初予想比 95百万
円の減少）となる見込みであります。 
 なお、配当予想につきましては、現在修正の予定はありません。 
 
（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後
様々な要因によって異なる可能性があります。 
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平成23年12月期業績予想の修正に関するお知らせ  

 平成23年2月8日付当社「平成22年12月期決算短信（非連結）」において発表いたしました平成23年12月
期（平成23年1月1日～平成23年12月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 9,190 810 820 465 48.26
今回修正予想(B) 8,699 660 682 267 27.71
増減額(B-A) △491 △150 △138 △198
増減率(%) △5.3 △18.5 △16.8 △42.6
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年12月期第2四半期）

8,308 889 904 515 53.50

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 20,630 3,080 3,090 1,680 174.35
今回修正予想(B) 20,257 3,054 3,098 1,585 164.49
増減額(B-A) △373 △26 8 △95
増減率(%) △1.8 △0.8 0.3 △5.7
（ご参考）前期実績 
（平成22年12月期）

18,778 2,896 2,941 1,651 171.42


